女の 顔に は 考へ迷 ふ 翳が あった。 

「消せる だけ、 消して ちゃう だい。 あなた、 死ぬ の、 

こ はい？」 

「死にた くないよ。 例の ガラ /\ 落ちて くると き、 心 

臓が とまり さう だね」 

「私 もさうな のよ。 でも、 あなた」 

女の 顔に 必死の ものが 流れた。 

うち 

「私、 この 家 を 焼きたくない のよ。 この あなたのお 家、 

私の 家な のよ。 この 家 を 焼かないで ちゃう だい。 私、 

焼ける まで、 逃げない わ」 

そのと き ガラ/ \ 音 がする と、 女 は 野 村の 腕 を ひつ 



女の 快感 は やっぱりなかった。 そして 情慾の 果に、 野 

村 を 見やる 女の 眼に は 憎しみが あった。 そして 情慾と 

は 無関係な 何 か を 思 ふ 白々 しい 無表情が あった。 

野 村 は その 無表情の 白々 とした 女の 顔 を 変に 心に 絡 

みつく やうに 考へ ふける やうに なった。 一 言に して 言 

へば、 その 顔が 忘れ かねた。 その 顔に 対する 愛着 は、 

女 の 不具な 感覚 自体 を 愛する - J と を 意味して ゐた。 

戦争の 終る 五日 前に 野 村 は 怪我 をした。 



「君の 過去 を 軽蔑して はゐ ない よ。 僕 はた、 V 思 ふの だ。 

君と 僕との 結びつきの 始まりが 軽卒 で、 良くなかった 

の だとね。 僕たち は 夫婦に ならう として ゐ なかった。 

それが 二人の 心の 型 をき めて ゐ るので はない か」 

女 は 大きな 開かれた 目で 野 村 を 睨んで ゐた。 それ か 

ら、 ふりむいて、 ねころんで、 蒲団 を かぶって 泣き だ 

した。 

野 村 はな ほ も 意地 わるく 考 へて ゐた。 

女 はな ぜ怒リ だした の だら う。 それ も 要するに、 自 

分の 淫奔な 血 を 嗅ぎ当てて、 むしろ その 毒 血 自体が の 

たうって ゐ る足搔 きで あり、 見様に よって は 狡猾な 力 



「どうに でも、 なる がい、 や」 

目 をと ぢた。 食慾 を そ、 る、 可愛い、、 水々 しい 小 

さな 身体であった。 

戦争 は 終った のか、 と、 野 村 は 女の 肢体 を むさぼり 

眺めながら、 ますます つめたく 冴え わたる やうに 考へ 

つ 、v けた。 
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